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医療用品 4  整形用品 

一般医療機器 ギプス包帯 （JMDN コード 33056000） 

再使用禁止 X-Lite プラス  

【警告】 

・ 約 70℃のお湯で使用すること。お湯の温度が高すぎると火傷の

恐れがある。 

・ 完全に硬化するまで無理な力や体重をかけたりしないこと。本

品が変形、破損し怪我を引き起こす恐れがあるため。 
 

【禁忌・禁止】 

・ 再使用禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 * 

本品はギプス包帯とそれを固定するために使用される付属品のフッ

ク、エッジングテープから構成され、それぞれ単品で販売される他、組

み合わせて販売されることもある。 

またそれぞれの形状のギプス、フックを単独で輸入することもある。 
 

〔構成〕* 

[X-Lite プラス (ロールタイプ)] 

 
 

 [X-Liteプラス エッジングテープ] 

 
 

 
[X-Lite フック]      

 

〔原材料〕* 

タイプと形状 原材料 

X-Lite プラス (ロールタイプ) 綿/熱可塑性ポリエステル樹

脂/ポリエステル布 

X-Lite プラス エッジングテープ 綿/熱可塑性ポリエステル樹

脂/ポリエステル布 

X-Lite フック 
綿/熱可塑性ポリエステル樹

脂/ポリアミド生地 

 

【使用目的又は効果】 

骨折、疾患のある関節又は疼痛のある捻挫を固定するために、 固

い被覆保護材（ギプス包帯）を構成する機器である。 

 

【使用方法等】 * 

X-Lite プラス (ロールタイプ) 及び エッジングテープ 

1. 約 70℃のお湯を用意し、X-Lite プラス ロールまたはエッジング

テープを入れます。 

2. X-lite プラスロール、エッジングテープが柔らかくなったら、お湯

からトングを使い出します。 

3. お湯を強く振り、除きます。 

4. X-Lite プラスロール、またはエッジングテープをタオルで水気を

取ります。 

5. 色のついている繊維の面が外側になるようにし、ロール幅の約

50％を患部に重ねるように巻きます。 

 

 
 

〔使用方法に関する使用上の注意〕* 

1) 本品は、約３０分後に荷重に耐えられるようになります。 

2) 患者に気温の高い場所や強い日差しを避けるよう伝えること。 

3) 本品は塩素水に影響を受けます。 

4) 患者本人にのみ使用すること。 

5) 本品は、ディスポーザブル製品なので、装着中に本品の破損及び著し

い汚損が認められる場合には、新しい本品と交換すること。 

6) 腫脹がなくなり、患肢が細くなった時など本品が緩んだ場合には、新し

い本品で処置し直すこと。  

7) 必要なら適用後の本品の縁にエッジングテープやスポンジテープを貼

り皮膚を保護すること。 

8) 本品を除去するときは、手動式ギプスカッターもしくはギプス用はさみ

を使用すること。（電動式ギプスカッターを使うと刃が深く入りすぎるこ

とがありますのでご注意ください。）。 

 

 

【使用上の注意】 

１）使用注意 

患部に腫脹、感染創、潰瘍等がある場合は、必要に応じて適切な処置

をしてご使用ください。 

[皮膚障害や血流障害が起こる可能性があります。] 

２）重要な基本的注意 

1) キャスティングに際し、本品に付いたお湯は十分取り除いてください。 

[お湯切りが不十分なときは、お湯が下巻材にしみ込み、火傷の原因

となることがあります。]  

2) 本品使用中に、痛み、しびれ等の症状がありましたら、直ちに医師に

連絡するよう患者にご指導ください。  

3) 本品使用中に皮膚障害と思われる症状が認められた場合は、直ちに

使用を中止し適切な処置をしてください。  

4) 本品を 50℃以上の環境、及び暖房器具等の熱源の近くで長時間使

用しないでください。  [本品の変形の原因となります。] 

 

【保管方法及び有効期間等】 

〔貯蔵・保管方法〕* 

水ぬれを避けてください。直射日光及び多湿を避けて、０～４０℃で保管

してください。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

【製造販売元】 

サニーリバー株式会社 

〒143-0015 東京都大田区大森西 5-13-5  

           TEL/FAX 03-6423-0665 

【製造元】** 

 キャンプ スカンジナビア AB (スウェーデン) 

   （Camp Scandinavia AB） 

 


